
解 説

1. 1999年4月から2024年9月の期間で中国四国地区において当委員会に
報告されプリオン病と判定されたのは全461例、うち孤発性CJD 372例、
遺伝性CJD 83例、獲得性CJD (硬膜移植後)6例であった。

2. 2023年10月から2024年9月の1年間で報告した45例や否定症例の内訳
を図示した（上記）。否定症例ではてんかん、脳炎症例が多かった。

3. 2010年～2023年にへ岡山大学病院で診断をした遺伝性プリオン病７症
例の中で、自律神経症状や小脳失調症状を認めその経過が早かった
2症例の報告を第65回日本神経学会総会で報告した。
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中国四国地区におけるプリオン病サーベイランス

研究分担者：岡山大学脳神経内科 石浦浩之
 研究協力者：岡山大学脳神経内科 武本麻美

130




